
DFT0016007 

 OPENWAY FT GRANPOWER6000 版（Ver3.2 Rev60）ﾘﾘｰｽﾉｰﾄ 
 

  
 JFEシステムズ株式会社 1

OPENWAY FT GRANPOWER6000 版 （Ver3.2 Rev60） リリースノート 

 

OPENWAY FT GRANPOWER6000 版（Ver3.2 Rev60）では、前バージョン（Ver3.2 Rev50）に対

して、以下の仕様変更・改善、および、不具合対応を行っています。 

 

≪仕様変更・改善≫ 

 

【1】 ライブラリリスト（共通部）の引継ぎ改善 

  対話管理画面利用時、ライブラリリスト（共通部）にオブジェクトライブラリ（OWFTOLIB）が指

定されていない場合、「オブジェクトが存在しない」のエラーが発生していましたが、「利用者用

業務メニュー」呼び出し時に設定したライブラリリスト（共通部）を引継ぐよう改善しました。 

 

【2】 送受信ジョブ名の自動採番処理修正 

 8 桁のファイル識別名を管理ファイルに登録する場合、送受信ジョブ名を自動採番すると送

受信ジョブ名が重複していました。8 桁のファイル識別名を登録する場合は、送受信ジョブ名

の自動採番を行わないよう修正しました。 

 

【3】 対話管理画面の改善 

対話管理画面の各入力項目において、入力チェックを強化し、不当な値を入力できないよう

にするとともに入力ミス時のエラーメッセージを分かりやすい文言に見直しました。また、画面

遷移の統一化を図りました。 

 

【4】 圧縮伸張有無区分の初期値変更 

  管理ファイルメンテナンス画面のファイル圧縮伸張機能の有無を”Y”（有）にした場合、オプ

ション情報画面のデータ圧縮有無初期値も”Y”(有)になるように変更しました。 

 

【5】 予約サブシステム制御情報設定の改善 

  予約サブシステムを再度使用するには CALL コマンドにて「予約サブシステム制御情報設

定」画面を呼び出す必要がありましたが、常時、「予約サブシステム制御情報設定」画面を表

示し、再設定が容易に行えるように改善しました。 
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【6】 予約サブシステム使用可否判定の改善 

  予約サブシステム使用設定が”N”（使用しない）の場合、以下の警告メッセージがコンソール

に出力されていましたが、継続的に OPENWAY FT の画面を使用していると大量のメッセー

ジが出力されるため、警告メッセージを出力しないように改善しました。 

      *** ｲｶ  ﾉ ｢ｻﾌﾞ ｼｽﾃﾑ｣ ﾊ  ﾘﾖｳ  ﾃﾞｷﾏｾﾝ｡ *** 

      ** ｢ｻﾌﾞ ｼｽﾃﾑ ﾒｲ｣ == "YOYAKU-SUB     " ** 

 

 

≪不具合対応≫ 

 

 【1】 管理ファイル（OFTMK10L）リードエラー対応 

   進捗状態”00”以外で停止しているファイル識別名を削除すると、管理ファイルと起動ジョブテ

ーブルとの間で不整合が生じ、管理ファイルリードエラーで「送受信ジョブ稼働状態照会画

面」が表示できなくなる不具合を、削除判定フラグの初期化処理を追加することで不整合が生

じないよう修正しました。 

 

 【2】 送受信ジョブ稼働状態照会画面の表示不具合対応 

   進捗状態が”00”にもかかわらず、処理状態に「異常終了」を表示する不具合を、進捗状態

が”00”の場合は、「送受信ジョブ稼働状態照会」画面に表示しないよう修正しました。 

 

 【3】 システム名取得更新処理の不具合対応 （インストーラ） 

      GRANPOWER6000 版 Ver3.2Rev10～Ver3.2Rev21 からバージョンアップインストールを行う

と、システム名チェック処理でエラーが発生する場合がありましたが、バージョンアップインスト

ール時にシステム名チェック処理を行わないよう修正しました。 

 

【4】 レコード長変換処理の不具合対応 （インストーラ） 

GRANPOWER6000 版 のバージョンアップインストール時、レコード長変換処理で使用するラ

イブラリ名が固定になっていましたが、ライブラリ名を引数で渡すことで「オブジェクトが存在し

ない」というエラーが発生しないよう修正しました。 

 

 【5】 ファイル圧縮処理機能の不具合対応 

   管理ファイルオプション情報画面で指定された「伸張後ファイル名」がファイル圧縮時に有効と

ならなかった不具合を修正しました。 
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 【6】 自動リカバリ機能のリトライオーバー時不具合対応 

   自動リカバリ機能のリトライオーバー時、以下の不具合があり修正しました。 

   （１）疎通リトライ回数を超えても相手側との疎通が行えなかった場合、ログファイル書き込みエ

ラーで自動リカバリ処理が異常終了していました。 

   （２）リカバリー時リトライ回数に”0”（無制限）を指定した場合、リトライせずに自動リカバリ処理

がリトライオーバー（OWFT131E）として異常終了していました。 

   （３）リトライオーバー時の対処として、マシン状態を”DEAD”→”ACTIVE”に変更する処理が

有効になっていませんでした。 

 

 【7】 予約登録件数の初期化 

   OPENWAY FT 導入時、予約登録が存在しないにもかかわらず、予約登録件数が 1 件と表示

されていました。予約登録件数の初期値をゼロに修正しました。 

 

 

-以上- 


